
サンライズストリート沿線施設の検討状況

②

①

④

③① 歩道と車道の段差をなくし、フラット化

② 休憩できる「日よけ、ベンチ」を整備

③ 桜の木の根本にミニ花壇を整備

④ 両側に、景観に配慮したフェンスを設置

◎交流スペース

資料３-１

◎交流施設

 活用事業者（カフェ事業者を想定）募集に係るサウンディング型市場調査の実施（７月～８月）

 活用事業者公募（９月～１０月）

 設計・施工業者の選定に係る公募型プロポーザルを実施（6月～８月）

 設計業務（９月～１２月予定）、改修工事（１２月～R6.３月予定）



サンライズストリート沿線施設の検討状況 資料３-１

サンライズストリート沿線のトイレ対応について

＜当面の対応＞
・交流施設のトイレをフリーに利用できるトイレとして活用
・沿線の店舗等に協力していただき「トイレシェアリング」の仕組みを作る。
➠協力店舗への聞き取りにより、トイレの利用状況を把握する。

【トイレシェアリングの概要】
・佐賀大学芸術地域デザイン学部の学生と一緒に推進
・店舗等への協力依頼、トイレマップ制作、目印となる
ステッカー等の制作

ステッカー見本

◎ポケットパーク

②
①

④

③

① キッチンカーが乗入れ可能な舗装

② 平坦なくつろぎスペースを設け、人工芝を整備

③ 休憩できる「日よけ、植栽、箱型ベンチ」を整備

④ 周囲との境に、景観に配慮したフェンスを設置

※ トイレの整備は、衛生的に保つための日常的な維持管理面の課題が大きい。



●実施内容
交流施設において、歩きやすい環境づくりのための研究とともに、交流施設活用のモデルケース
として実証実験を実施する。

●実施期間 令和5年7月中旬～12月（予定）

●実習対象 佐賀大学芸術地域デザイン学部の学生約20名

●実習
交流施設を活用した実習活動
①フリースペースとしての活用（平日）
・15時前 大人優先
・15時～16時半 小中校生優先
・16時半～18時 高校生優先

内容
・駄菓子などを販売して、子どもの居場所としての活用
・雑誌や本を設置して、交流施設としての活用 など

②地域やサンライズストリートでのイベントとの連携
・鏑流神社夏まつりや、ストリートフェスタ、その他の
イベントとの連携を想定。

現地での打ち合わせ

交流施設見取り図

佐賀大学生による交流施設の暫定活用について 資料３-２



市道三溝線の道路整備について 資料３-３

■整備の状況

整備区間：市道三溝線（駅北通り交差点～血液センター間）
※整備概ね完了（駅北通り交差点～信号交差点（アパホテル前））

整備延長：約９００ｍ（概ね完了約２６０ｍ）

整備期間：道路東側 令和４年度から令和６年度
道路西側 令和６年度から令和９年度

※整備時期は、工事の進捗状況により変わること
があります。

事
業
区
間

主な工事予定（R5）
電線の地中化工事
改良（舗装、照明など）工事
伐根工事

概
成
区
間



フラワーポット・ベンチについて

■フラワーポット（プランター）案

●一般的なフラワーポット ●ベンチにもなるフラワーポット

資料３-３


